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議会だより

令和４年度一般会計決算認定！



ふるさと納税支援　1207万円

しだれ桜の里づくり　3963万円

学校給食費補助金　2563万円

生きがいデイサービス事業　2398万円

みのワン周知宣伝業務委託　396万円

あけぼの大豆拠点施設指定管理料　1450万円

みのぶ自然の里運営事業指定管理料　960万円

商品券交付事業　２億6640万円

返礼品として好評なあけぼの大豆

遊歩道の整備や植栽、剪定などの管理業務

保護者負担金を全額補助

団塊の世代が後期高齢者に　役割はますます増加

県内外での観光ＰＲ活動

栽培から選別、商品開発、販売までの拠点

キャンプ場を整備し利用客の増加を見込む

１人あたり２万円の商品券を配布

令和4年度一般会計歳入・歳出決算を認定令和4年度一般会計歳入・歳出決算を認定
歳入総額110億274万円　歳出総額99億7820万円

注目すべき事業と決算額を写真付きで掲載
ただし、決算額は令和 4年度分のみです
詳細は「広報みのぶ 11月号」をご覧ください

議員が
ピックアップ
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放課後児童健全育成　2055万円

峡南地域ネクスト共創会議事業　370万円
（シェアサイクル整備事業など）

通学対策事業　１億1223万円

学校給食センター建設　3億5677万円

中富西部簡易水道　１億6497万円

配食サービス事業　1338万円

ごみ収集運搬業務　3938万円

消防ポンプ車1台購入　2507万円

中学校新校舎建設　4億9681万円

健康増進施設建設　１億3991万円

学童保育の利用者は増加傾向

峡南地域の観光振興のための連携強化

小・中学生のためのスクールバス運行

最新の設備で毎日６００食の安心・安全な給食を提供

曙地区矢細工貯水槽

高齢者へのお弁当宅配、安否確認も

各家庭のごみ収集を民間委託

地域の安心・安全のために配備

令和６年４月開校　県内初の大規模木造校舎

民間の力を活用して建設した健康増進のための温泉施設
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●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

　

〈
代
表
監
査
委
員　

中
澤
俊
雄
〉

〇
一
般
会
計

　

決
算
収
支
状
況
は
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
共
に
、
実
質
収
支

に
お
い
て
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い

る
。
職
員
の
経
費
削
減
、
事
務
事

業
の
効
率
的
な
執
行
な
ど
、
積
極

的
な
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る
と
報

告
が
あ
り
、
議
会
の
認
定
に
付
さ

れ
、
担
当
所
管
ご
と
に
審
査
し

た
。

　
●�

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
身

延
町
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告

　

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
財

政
健
全
化
審
査
を
実
施
し
た
結

果
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
た
各
比
率
は
早
期
健
全
化
基

準
を
そ
れ
ぞ
れ
下
回
っ
て
い
る
。

特
に
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

同
様
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
財
政
の
健
全
化
に
努

め
ら
れ
、
各
事
業
の
目
的
・
必
要

性
、
投
資
効
果
等
を
十
分
に
検
討

し
、
是
正
・
改
善
等
の
見
直
し
に

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

●�

身
延
町
味
噌
加
工
施
設
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

「
身
延
町
味
噌
加
工
施
設
」
の

設
置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
身
延
町
味
噌

加
工
施
設
条
例
を
制
定
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

●�

身
延
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
が
令
和
５
年
５
月
11
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
身
延

町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
。

●�

身
延
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
及
び
内
閣
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
５
年
９

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
身
延
町
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
。

●�

身
延
町
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

「
身
延
町
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
」
内
の
老
朽
化
し
た
施
設
を

解
体
・
除
去
す
る
こ
と
に
伴
い
、

身
延
町
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

●�

身
延
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行

に
伴
う
法
律
が
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
及
び
地

域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
関
係
法
律
が
令
和
５
年

９
月
16
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に

伴
い
身
延
町
子
ど
も
子
育
て
会
議

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

●
身
延
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

氏
名　

小
林
美
絵
（
身
延
地
区
）

任
期　

令
和
５
年
11
月
19
日
～

　
　
　

令
和
９
年
11
月
18
日

●
身
延
町
公
平
委
員
会
委
員
任
命

　

に
つ
い
て

氏
名　

赤
池
一
博
（
下
部
地
区
）

任
期　

令
和
５
年
11
月
19
日
～

　
　
　

令
和
９
年
11
月
18
日

第３回定例会の主な議案and決まったこと
　第３回定例会は、令和５年９月６日から９月１５日までの 10 日間の会期で開催された。今定例会

では、令和４年度身延町一般会計および特別会計歳入歳出決算認定案をはじめ、条例の制定及び条

例の一部を改正する案 5 件、令和５年度身延町一般会計補正予算案 1 件、特別会計補正予算案 3 件

および発議案件等審議がされ、いずれも可決されました。

認
定
・
報
告

条
例
制
定

条
例
改
正

人
事
案
件

改修する中富給食センター
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●��

加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら

な
い
小
学
校
35
人
学
級
実
施
、

中
学
校
で
の
35
人
学
級
の
実

施
、
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義

務
教
育
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

図
る
た
め
の
意
見
書

・��

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
、
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
提
出

●��

加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら

な
い
小
学
校
35
人
学
級
実
施
、

中
学
校
で
の
35
人
学
級
の
実

施
、
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義

務
教
育
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

図
る
た
め
の
請
願
書

・��

小
学
校
の
35
人
学
級
に
当
っ
て

は
、
加
配
定
数
の
振
り
替
え
で

は
な
く
、
教
職
員
定
数
の
実
質

的
な
増
員
で
行
な
う
こ
と
。
ま

た
、
中
学
校
へ
の
35
人
学
級
を

実
施
す
る
こ
と
。

・��

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間

労
働
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、

加
配
の
増
員
な
ど
の
教
職
員
定

数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

・��

義
務
教
育
の
根
幹
で
あ
る
、
教

育
の
機
会
均
等
・
水
準
確
保
・

無
償
性
の
維
持
に
不
可
欠
な
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
。

・��

教
育
条
件
の
格
差
解
消
を
図
る

た
め
、
地
方
交
付
税
を
含
む
国

に
お
け
る
教
育
予
算
を
拡
充
す

る
こ
と
。

●�

味
噌
加
工
施
設
備
品

　

旧
中
富
給
食
セ
ン
タ
ー
を
味
噌

加
工
施
設
と
し
て
再
整
備
に
当

り
、
関
連
備
品
を
調
達
す
る
実
用

が
生
じ
た
た
め
。

　

主
な
物
品
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
漉
し
機
、
混
合
撹
拌
機
ガ
ス
煮

炊
釜
等
１
４
８
５
万
円

●��

身
延
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
議
会
の
議
員
に
係
る
請
負
に

関
す
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
町
に
対
し
て
請
負
を

す
る
議
員
が
当
該
請
負
の
対
価
と

し
て
各
会
計
年
度
に
町
か
ら
支
払

い
を
受
け
た
金
銭
の
総
額
等
を
議

長
に
報
告
し
、
当
該
報
告
の
内
容

を
議
長
が
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り

請
負
の
状
況
の
透
明
性
を
確
保

し
、
も
っ
て
議
会
の
運
営
の
公
平

性
及
び
事
務
の
執
行
の
適
正
化
を

図
る
た
め
。

７
３
２
１
万
円
と
す
る
。

（
主
な
歳
入
）

・
繰
越
金　
　
　
　
　
　

79
万
円

（
主
な
歳
出
）　
　
　
　
　
　

・
諸
支
出
金　
　
　
　
　

79
万
円

●��

令
和
５
年
度
身
延
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
８
３
万
１
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億

９
１
９
０
万
円
と
す
る
。

（
主
な
歳
入
）

・
繰
入
金　
　
　

３
９
８
３
万
円

（
主
な
歳
出
）

・
水
道
維
持
費　

３
９
８
３
万
円

●��

令
和
５
年
度
身
延
町
下
部
奥
の
湯

温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
56
万
５
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
０
６
万
５

０
０
０
円
と
す
る
。

（
主
な
歳
入
）

・
繰
入
金　
　
　
　
　
　

56
万
円

（
主
な
歳
出
）

・
温
泉
事
業
費　
　
　
　

56
万
円

●��

令
和
５
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
２
４
万
８

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
８
億
２
９
７
２
万
７
０
０
０

円
と
す
る
。

（
主
な
歳
入
）

・
国
庫
支
出
金
△
６
２
５
４
万
円

・
県
支
出
金　
　
　

３
２
８
万
円

・
繰
越
金　

１
億
３
０
７
０
万
円

・
町
債　
　

１
億
３
５
８
０
万
円

（
主
な
歳
出
）

・
総
務
費　
　
　

１
５
７
４
万
円

・
民
生
費　
　
　

１
７
６
１
万
円

・
衛
生
費　
　
　

４
３
８
２
万
円

・
農
林
水
産
業
費
１
６
５
６
万
円

・
商
工
費　
　
　
　

３
６
４
万
円

・
土
木
費　
　
　

８
４
４
０
万
円

・
消
防
費　
　
　
　

１
９
２
万
円

・
教
育
費　
　
　

２
２
３
７
万
円

・
諸
支
出
金　
　
　

１
１
６
万
円

●��

令
和
５
年
度
身
延
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
79
万
２
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
23
億

財
産
の
取
得

補
正
予
算

発　

委

請　

願

発　

議

　

議
案
は
通
常
町
長
か
ら
提

案
さ
れ
ま
す
が
、
議
員
か

ら
「
発
議
案
」
、
委
員
会

か
ら
「
発
委
案
」
と
し
て
提

案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
員
発
議
（
委
員
会
発
委
）

で
は
主
に
「
条
例
」
や
「
意

見
書
」
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま

す
。 ※

議
員
発
議
と
は
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▼
現
地
調
査
（
９
月
６
日
）

青
少
年
自
然
の
里
ボ
イ
ラ
ー
の
修
繕

　
　
　
（
中
富
地
区　

平
須
地
内
）

道
の
駅
予
定
地　

和
紙
の
里

　
　
　
（
中
富
地
区　

西
嶋
地
内
）

い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

解
体
予
定
バ
ン
ガ
ロ
ー

　
　
　
（
下
部
地
区　

本
栖
湖
畔
）

伊�

藤
達
美
委
員　

令
和
４
年
度
の

入
札
の
中
で
一
般
競
争
入
札
は

何
件
か
。

財
政
課　

８
件
で
あ
る
。

伊�

藤
達
美
委
員　

そ
の
案
件
と
、

一
般
競
争
入
札
と
な
る
基
準
は
。

財�

政
課　
「
一
般
家
庭
ご
み
収
集

運
搬
業
務
」「
中
学
校
建
設
工

事
関
係
３
件
」「
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
関
係
３
件
」「
ス

ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ

―
調
達
」
の
計
８
件
。
工
事
は

予
定
価
格
１
億
円
以
上
、
業
務

委
託
及
び
物
品
調
達
は
、
案
件

ご
と
の
性
質
を
考
慮
し
、
指
名

会
議
に
て
審
査
決
定
し
た
も
の
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

減
債
基
金

の
繰
入
金
は
、
合
併
特
例
債
へ

繰
り
入
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
も

の
な
の
か
。
ま
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

財�

政
課　

合
併
特
例
事
業
債
は
５

年
ご
と
の
利
率
の
見
直
し
条
件

で
借
入
れ
を
行
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
、
平
成
29
年
度
に
借
入

れ
を
行
な
っ
た
合
併
特
例
事
業

債
の
利
率
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、

利
率
が
上
が
る
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
返
済
を
行
な
っ
た
。

佐�

野
昇
委
員　

草
刈
り
は
ど
の
よ

う
な
基
準
で
発
注
を
し
て
い
る

の
か
。

財�

政
課　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
発
注
し
て
い
る
。
こ
れ

は
高
齢
者
の
雇
用
の
安
定
確
保

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
も
の
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
実

施
が
難
し
い
よ
う
な
規
模
の
大

き
い
も
の
は
町
内
の
建
設
業
者

に
発
注
し
て
い
る
。

山�

下
利
彦
委
員　

久
那
土
出
張
所

管
理
費
、
古
関
出
張
所
管
理
費

そ
れ
ぞ
れ
約
１
３
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
。
経
費
削
減
を
考

え
て
い
く
中
で
出
張
所
は
い
つ

ま
で
続
け
る
の
か
。

下�

部
支
所　

出
張
所
の
あ
り
方
や

今
後
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
等

と
も
協
議
し
て
進
め
て
い
く
事

案
で
あ
る
。
現
時
点
で
方
向
性

は
示
せ
な
い
。

広�

島
法
明
委
員　

温
泉
温
度
セ
ン

サ
ー
修
繕
の
セ
ン
サ
ー
の
取
り

付
け
場
所
と
、
監
視
シ
ス
テ
ム

モ
バ
イ
ル
通
信
料
と
あ
る
が
下

部
支
所
内
で
も
源
泉
の
温
度
は

確
認
で
き
る
の
か
。

下�

部
支
所　

施
設
の
温
度
管
理
や

送
湯
量
や
汲
み
上
げ
量
等
を
支

所
内
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る
。

佐�

野
昇
委
員　

門
野
の
湯
の
利
用

者
数
に
つ
い
て
、
今
年
の
目
標

数
は
決
め
て
い
る
か
。

身�

延
支
所　

今
年
度
目
標
は
１
万

人
の
利
用
者
数
と
定
め
て
い
る
。

常任委員会レポート
　委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。
常任委員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されて
いる常任委員会は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会
です。委員会では、付託された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行ないます。
審査が終わると採決が行なわれ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議での議題となります。
　ここではその審査内容を掲載しています。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

　

望
月
悟
良

▼
認
定
第
１
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
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民
自
ら
の
手
で
「
日
本
一
の
し

だ
れ
桜
の
里
」
の
実
現
を
目
指

す
目
的
で
各
区
等
に
苗
木
の
原

材
料
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
身
延
町
で
の
返

納
の
実
績
は
。

町
民
課　

現
時
点
で
は
な
い
。

山�

下
利
彦
委
員　

重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
対
策
費
支
給
事
業
ペ

ナ
ル
テ
ィ
補
填
分
等
の
歳
入
金

額
は
。

町�

民
課　

身
延
町
や
そ
の
他
多
く

の
自
治
体
で
窓
口
無
償
化
と
し

て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
国

の
特
別
調
整
交
付
金
が
減
額
さ

れ
て
い
る
の
で
、
一
般
会
計
か

ら
減
額
の
補
填
分
と
し
て
繰
入

を
し
て
い
る
も
の
。

渡�

辺
文
子
委
員　

未
就
学
児
等
均

等
割
保
険
税
の
軽
減
対
象
者
は
。

町
民
課　

29
世
帯
40
人
で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

後
期
高
齢
者
医

療
普
通
徴
収
滞
納
者
の
内
訳
は
。

町�

民
課　

滞
納
者
は
全
員
で
１
６

名
。
現
年
度
分
の
み
が
６
名
、

滞
納
繰
越
分
の
み
が
６
名
、
現

年
度
分
と
滞
納
繰
越
分
の
両
方

努
力
を
し
て
い
る
。
今
後
は
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
計
上
時

に
検
討
し
た
い
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

図
書
の
購

入
に
あ
た
っ
て
は
新
刊
の
割
合

な
ど
基
準
が
あ
る
の
か
。

生�

涯
学
習
課　

町
立
図
書
館
の
場

合
は
新
刊
や
地
域
資
料
な
ど
を

お
お
よ
そ
週
30
〜
40
冊
程
度
購

入
し
て
い
る
。

山�

下
利
彦
委
員　

し
だ
れ
桜
の
里

事
業
は
、
維
持
管
理
を
含
め
今

後
の
展
開
、
方
向
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
集

客
に
つ
い
て
は
。

観�

光
課　

し
だ
れ
桜
の
里
の
維
持

管
理
業
務
は
、
ま
だ
幼
木
の
桜

も
数
多
く
、
成
長
に
際
し
不
安

定
な
面
も
あ
る
た
め
、
数
年
は

専
門
業
者
へ
の
委
託
が
必
要
と

考
え
る
。
経
費
は
、
除
草
作
業

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

発
注
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
費

削
減
が
図
ら
れ
た
の
で
、
今
後

も
全
体
的
に
経
費
削
減
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
排

水
路
工
事
は
今
年
度
が
３
箇
年

計
画
の
最
終
年
に
な
る
。
集
客

イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
モ
ー
ル
ス

タ
ー
ト
で
実
施
し
て
い
く
。
町

方
法
等
の
助
言
や
文
化
財
保
存

事
業
補
助
金
を
紹
介
。
微
笑
館

で
毎
年
収
蔵
資
料
の
燻
蒸
を
行

な
う
際
に
は
、
丸
畑
の
木
喰
仏

所
蔵
者
等
へ
も
連
絡
し
、
燻
蒸

実
施
を
働
き
か
け
て
い
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

タ
ブ
レ
ッ

ト
教
室
の
開
催
頻
度
、
参
加
者

の
年
齢
構
成
は
。

生�

涯
学
習
課　

令
和
４
年
度
は
９

回
開
催
し
、
延
ベ
60
人
が
参
加
。

60
代
以
上
が
占
め
て
い
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

味
菜
庵
に

対
す
る
休
業
補
償
金
の
金
額
の

算
出
根
拠
は
。

生�

涯
学
習
課　

過
去
の
売
り
上
げ

の
日
額
を
参
考
と
し
て
平
日

２
万
５
０
０
０
円
、
祝
休
日

５
万
円
と
設
定
し
、
そ
れ
を
休

業
し
た
平
日
８
日
間
、
祝
休
日

５
日
間
を
掛
け
た
金
額
で
あ
る
。

深�

山
光
信
委
員　

草
刈
り
業
務
を

委
託
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
、
職

員
が
直
接
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
、

現
在
の
考
え
は
。

生�

涯
学
習
課　

今
年
度
は
、
乗
用

草
刈
機
を
購
入
し
職
員
が
直
接

草
刈
り
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り

少
し
で
も
業
務
委
託
を
減
ら
す

付
さ
れ
る
補
助
金
。
本
町
は
こ

の
補
助
金
を
文
化
財
保
護
事
業

費
の
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
保

存
協
議
会
負
担
金
に
充
当
。
世

界
遺
産
の
普
及
啓
発
事
業
や
景

観
保
全
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

伊�

藤
雄
波
委
員　

リ
バ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
管
理
費
委
託
料
と
は
。

生�
涯
学
習
課　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
定
期
清
掃
と
草
刈

り
作
業
の
委
託
料
で
あ
る
。

佐�

野
知
世
委
員　

町
内
の
木
喰
仏

等
文
化
財
の
適
切
な
保
存
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

生�

涯
学
習
課　

定
期
的
に
文
化
財

を
巡
視
。
必
要
に
応
じ
て
文
化

財
の
所
有
者
や
管
理
者
に
保
存

山�
下
利
彦
委
員　

和
紙
の
里
の
芝

生
広
場
は
芝
の
状
態
が
悪
く
、

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
が
対
応
は
。

生�

涯
学
習
課　

現
在
会
計
年
度
職

員
１
人
に
よ
り
乗
用
草
刈
機
等

使
用
し
な
が
ら
芝
生
広
場
は
管

理
し
て
い
る
。
広
場
を
貸
し
出

し
す
る
こ
と
も
あ
り
整
備
で
き

な
い
期
間
も
あ
る
が
、
今
後
は

担
当
職
員
も
積
極
的
に
対
応
し
、

適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

深�

山
光
信
委
員　

富
士
山
世
界
文

化
遺
産
保
存
活
用
推
進
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は
。

生�

涯
学
習
課　

世
界
文
化
遺
産
富

士
山
の
保
存
活
用
を
推
進
す
る

団
体
に
対
し
て
山
梨
県
よ
り
交

木喰の里　微笑館

西嶋和紙の里　味菜庵
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中
で
指
定
期
間
中
の
収
支
に
対

し
、
町
へ
は
使
用
料
を
指
定
管

理
者
が
納
め
る
形
で
進
め
て
き

た
。
今
後
指
定
管
理
者
の
施
設

運
営
状
況
に
応
じ
て
、
黒
字
に

な
っ
た
場
合
は
数
％
を
町
に
入

れ
る
形
を
検
討
し
て
い
る
。

伊�

藤
雄
波
委
員　

活
力
あ
る
水
田

農
業
支
援
事
業
は
ど
ん
な
事
業

か
。

産�

業
課　

水
田
に
関
す
る
事
業
を

行
な
っ
た
場
合
に
備
品
等
を
購

入
で
き
る
補
助
金
で
あ
る
。
今

回
は
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
選
別
機

等
の
購
入
に
な
る
。

佐�

野
昇
委
員　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
の
設
置
業
務
委
託
は
、
県

外
の
業
者
に
委
託
を
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
発
注
先
は
。

総�

務
課　

中
富
地
区
、
下
部
地
区

は
町
内
の
業
者
に
発
注
。
身
延

地
区
は
、
町
内
に
設
置
す
る
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
の
材
料
等
の
制

作
を
含
め
て
静
岡
の
選
挙
関
連

の
専
門
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

令
和
４
年
度
の

就
学
援
助
に
つ
い
て
、
小
学
校
、

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
数
は
。

学�
校
教
育
課　

小
学
校
16
人
、
中

学
校
５
人
で
あ
る
。

深�

山
光
信
委
員　

部
活
動
指
導
員

の
人
数
と
部
お
よ
び
支
出
金
額

内
訳
は
。

学�

校
教
育
課　

部
活
動
指
導
員
は

２
名
、
柔
道
部
27
万
２
１
６
６

円
、
吹
奏
楽
部
24
万
６
２
６
４

円
で
あ
る
。

佐�

野
昇
委
員　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　

・
キ
ャ
ン
プ
事
業
の
今
後
は
。

学�

校
教
育
課　

今
後
も
継
続
し
て

い
く
予
定
。
今
年
度
は
中
学
２

年
生
で
も
実
施
す
る
予
定
。

伊�

藤
達
美
委
員　

中
学
校
建
設
事

業
の
、
現
在
の
進
捗
率
は
い
か

が
か
。 

ま
た
、
竣
工
は
予
定

通
り
の
見
込
み
か
。

施�

設
整
備
課　

令
和
５
年
８
月
末

の
建
設
工
事
の
進
捗
率
は
62
．

９
％
。
早
め
の
完
成
が
見
込
ま

れ
る
。

佐�

野
昇
委
員　

除
雪
の
作
業
基
準

は
あ
る
の
か
。

建�

設
課　

降
雪
５
ｃ
ｍ
を
確
認
し

委
託
業
者
が
作
業
を
開
始
す
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

消
防
団
の
報
酬

が
新
聞
報
道
で
身
延
町
は
県
内

で
最
低
レ
ベ
ル
だ
が
。

交�

通
防
災
課　

数
年
前
に
金
額
を

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
整
備
事
業
交

流
対
策
型
活
性
化
計
画
策
定
業

務
委
託
は
、
ど
う
い
っ
た
業
務

委
託
か
。
財
源
は
。

産�

業
課　

事
業
採
択
に
向
け
た
計

画
の
策
定
及
び
味
噌
加
工
施

設
・
道
の
駅
し
も
べ
改
修
の
実

施
設
計
。
財
源
は
ま
ち
づ
く
り

振
興
基
金
で
あ
る
。

佐�

野
知
世
委
員　

狩
猟
の
報
酬
の

財
源
は
。
ま
た
、
実
績
は
。

産�

業
課　

林
業
振
興
事
務
費
の

有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
で

１
８
５
０
万
３
０
０
０
円
で

あ
り
、
こ
の
２
分
の
１
が
県

の
補
助
金
。
奨
励
金
の
単
価

は
、
イ
ノ
シ
シ
及
び
シ
カ
は

１
万
４
０
０
０
円
、
サ
ル
は

２
万
５
０
０
０
円
。
令
和
４

年
度
の
捕
獲
の
実
績
は
シ
カ

７
６
３
頭
、
イ
ノ
シ
シ
９
４
頭
、

サ
ル
２
５
９
頭
。

伊�

藤
達
美
委
員　

指
定
管
理
料
は
、

今
後
利
益
が
出
た
場
合
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
と
い
う
基

準
を
持
つ
べ
き
だ
が
。

産�

業
課　

町
と
し
て
は
、
総
務
課

が
事
務
局
と
な
り
選
定
委
員
会

に
よ
り
指
定
管
理
の
公
募
・
調

整
等
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の

田�

中
一
泰
委
員　

今
ま
で
の
空
き

家
バ
ン
ク
の
成
果
は
。

企�

画
政
策
課　

令
和
４
年
度
末
ま

で
の
累
計
で
空
き
家
の
成
約
数

は
１
２
１
件
、
土
地
の
成
約
数

は
８
件
で
あ
る
。

山�

下
利
彦
委
員　

移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
内
容
、
実
績

評
価
は
。

企�

画
政
策
課　

田
舎
く
ら
し
推
進

担
当
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
配
属
。
業
務
内
容
は
空
き

家
バ
ン
ク
に
関
す
る
業
務
全
般

や
移
住
相
談
等
、
移
住
希
望
者

の
支
援
を
担
っ
て
い
る
。

伊�

藤
達
美
委
員　

農
山
漁
村
発
イ

が
４
名
で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

養
育
支
援
訪
問

事
業
の
委
託
先
は
。

子�

育
て
支
援
課　

主
に
家
事
援
助

に
な
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

ヘ
ル
パ
ー
で
あ
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

幼
児
期
の

発
達
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
子

育
て
支
援
課
と
学
校
教
育
課
と

の
連
携
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

子�

育
て
支
援
課　

総
体
的
な
分
野

に
お
い
て
会
議
等
で
学
校
教
育

課
と
の
連
携
を
取
っ
て
い
る
。

各
事
案
に
つ
い
て
は
、
就
学
時

健
診
等
に
よ
り
学
校
と
子
育
て

支
援
課
、
保
育
所
で
情
報
を
引

き
継
い
で
い
る
。

佐�

野
昇
委
員　

田
舎
暮
ら
し
を
体

験
し
て
移
住
に
つ
な
げ
る
た
め

の
清
子
と
古
関
の
体
験
施
設
の

成
果
は
。

企�

画
政
策
課　

令
和
４
年
度
は
、

清
子
館
の
み
利
用
が
あ
り
、
古

関
館
は
利
用
者
な
し
。
令
和
５

年
度
は
、
現
在
２
館
と
も
利
用

者
が
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
も
多

数
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

田舎暮らし体験施設 ( 古関館）
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遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

農
山
漁
村

発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
整
備
補

助
金
が
不
採
択
と
な
っ
た
が
、

そ
の
理
由
は
。
ま
た
、
令
和
６

年
度
の
道
の
駅
し
も
べ
の
事
業

は
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

産�

業
課　

こ
の
補
助
金
は
４
億
円

ま
で
が
上
限
に
な
り
、
計
画
期

間
中
は
新
た
な
事
業
を
対
象
に

で
き
ず
、
事
業
規
模
の
小
さ
い

道
の
駅
し
も
べ
の
み
で
は
現
実

的
で
は
な
い
た
め
、
令
和
６
年

度
は
別
の
補
助
金
を
考
え
る
つ

も
り
で
あ
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

コ
ン
サ
ル

を
入
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
成
果

が
出
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
が
ど
う
か
。
結
果
と
し
て

３
１
７
４
万
７
０
０
０
円
の
補

助
金
が
１
６
４
８
万
９
０
０
０

円
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
事
業

の
組
み
立
て
が
甘
か
っ
た
の
で

は
と
感
じ
て
し
ま
う
が
ど
う
か
。

産�

業
課　

事
業
実
施
に
あ
た
り

様
々
な
資
料
を
用
意
し
計
画
を

立
て
た
が
、
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
支
援
交
付
金
の
申
請
時
に

お
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
計
画
の

採
択
基
準
は
得
点
積
み
上
げ
方

式
に
な
っ
て
お
り
、
満
た
し
て

い
た
と
認
識
し
て
お
り
、
前
例

も
な
く
分
析
は
困
難
で
あ
る
。

佐�

野
昇
委
員　

市
之
瀬
味
噌
加
工

所
の
利
用
料
金
と
身
延
町
味
噌

加
工
施
設
の
使
用
料
の
違
い
は
。

産�

業
課　

市
之
瀬
味
噌
加
工
所
は

味
噌
加
工
の
一
釜
あ
た
り
の
味

噌
加
工
料
金
で
、
身
延
町
味
噌

加
工
施
設
は
作
業
室
の
一
日
あ

た
り
の
使
用
料
で
あ
る
。

源
か
ら
の
持
ち
出
し
と
な
り
か

ね
な
い
。
こ
の
た
め
、
財
政
課

と
し
て
も
財
源
の
確
保
が
可
能

な
の
か
査
定
を
厳
し
く
行
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

財�

政
課　

査
定
に
お
い
て
は
厳
し

く
審
査
す
る
よ
う
努
め
る
。

佐�

野
昇
委
員　

道
の
駅
に
向
け
て
、

補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、

ど
の
く
ら
い
の
集
客
数
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

生�

涯
学
習
課　

現
在
、
整
備
計
画

を
基
に
、
財
源
で
あ
る
国
の
補

助
金
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。

指
定
管
理
候
補
者
も
決
定
し
た

の
で
、
協
働
し
て
よ
り
集
客
で

き
る
よ
う
順
次
計
画
を
進
め
て

い
く
。

交�

通
防
災
課　

協
議
会
委
員
は
規

約
に
よ
り
決
ま
っ
て
い
る
。
道

路
管
理
者
、
警
察
、
交
通
事
業

者
、
利
用
者
代
表
、
学
識
経
験

者
で
は
商
工
会
な
ど
で
あ
る
。

伊�

藤
達
美
委
員　

公
共
交
通
は
、

多
額
の
費
用
を
使
う
の
で
地
域

に
出
向
き
、
利
用
者
の
声
を
聴

く
べ
き
と
思
う
が
。

交�
通
防
災
課　

利
用
者
の
声
を
聴

く
こ
と
は
事
業
を
進
め
る
上
で

必
要
な
こ
と
。
意
見
を
伺
え
る

の
は
公
聴
会
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
部
分
も
踏
ま
え
検
討
す
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

農
山
漁
村

発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
整
備
事

業
補
助
金
が
不
採
択
と
な
り
減

額
補
正
と
な
っ
て
い
る
。
不
採

択
に
関
す
る
財
政
課
の
分
析
は
。

財�

政
課　

補
助
率
が
良
い
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
非
常
に
人
気
が

あ
り
全
国
か
ら
応
募
が
殺
到
す

る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
そ
う

し
た
背
景
も
あ
り
、
採
択
が
さ

れ
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

今
回
の
よ

う
に
採
択
さ
れ
な
い
と
一
般
財

見
直
し
た
。
年
間
報
酬
も
国
の

基
準
に
合
わ
せ
ら
れ
れ
ば
一
番

良
い
が
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
識
で
長
年

地
域
の
為
に
と
働
い
て
い
る
人

も
多
く
、
町
の
規
模
に
よ
る
団

員
基
準
数
よ
り
も
多
い
と
い
う

現
状
か
ら
も
団
員
数
の
見
直
し

も
含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
形
態
が
各
地
区
に

よ
っ
て
違
い
、
身
延
地
区
は
定

時
定
路
線
方
式
、
下
部
・
中
富

地
区
は
デ
マ
ン
ド
方
式
を
採
用
。

地
域
に
よ
っ
て
利
用
方
法
が
違

い
平
等
で
は
な
い
と
感
じ
る
が
。

交�

通
防
災
課　

身
延
地
区
は
国
道

52
号
線
と
大
河
内
地
区
の
県
道

の
大
動
脈
が
２
本
通
っ
て
い
て
、

道
沿
い
に
多
く
の
方
が
住
ん
で

い
る
為
、
デ
マ
ン
ド
方
式
よ
り

定
時
定
路
線
の
方
が
効
率
的
と

の
考
え
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

現
在
も
大
通
り
だ
け
を
通
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
出
来
る
限

り
脇
道
へ
も
入
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

伊�

藤
達
美
委
員　

地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
委
員
を
刷
新
し

て
は
ど
う
か
。

▼
議
案
第
52
号

身
延
町
味
噌
加
工
施
設
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
57
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
雄
波

市之瀬味噌加工所

西嶋和紙の里
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反
対　

渡
辺
文
子　

議
員

　

身
延
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
決
算
お
よ
び
身
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
反

対
討
論
す
る
。

　

高
齢
者
の
負
担
を
増
や
し
、
高

齢
者
の
医
療
費
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
目
的
の
制
度
で
あ
る
。

　

介
護
事
業
所
で
は
、
深
刻
な
人

手
不
足
と
低
い
介
護
報
酬
の
も
と
、

経
営
難
が
続
い
て
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
が
こ
う
し
た
事
態
を
一
層
加
速

さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
急

激
な
物
価
上
昇
が
施
設
の
経
営
や

介
護
労
働
者
の
生
活
悪
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
介
護
に
関
わ
る
経

済
的
な
心
配
を
な
く
し
、
必
要
な

と
き
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
、

提
供
で
き
る
介
護
保
険
制
度
に
す

べ
き
で
あ
る
。

賛
成　

山
下
利
彦　

議
員

　

今
後
、
被
保
険
者
数
は
団
塊
の

世
代
と
呼
ば
れ
る
年
代
の
方
々
が

75
歳
に
到
達
し
、
急
激
に
被
保
険

者
数
が
伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

県
内
に
お
い
て
も
令
和
５
年
度
中

に
は
14
万
人
を
超
え
る
見
通
し
で

あ
る
。

　

一
方
、
１
人
当
た
り
の
医
療
給

付
費
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
を
比
べ
る
と
年
々
増
加
し
、

１
人
当
た
り
約
２
万
５
０
０
０
円

も
の
増
加
を
し
て
い
る
状
況
で
、

全
体
の
医
療
給
付
費
は
大
き
く
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

日
本
の
少
子
高
齢
化
社
会
の
特

徴
は
、
74
歳
以
下
の
人
口
が
年
々

減
少
し
続
け
て
い
る
こ
と
。
そ
の

た
め
現
役
世
代
の
負
担
が
大
き
く

増
加
し
な
い
よ
う
に
、
後
期
高
齢

者
負
担
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
し

が
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
剰
余
金
の
医
療
給
付

基
金
３
億
８
０
０
０
万
円
を
投
入

す
る
な
ど
し
て
、
保
険
料
率
の
増

加
抑
制
が
さ
れ
た
額
に
な
っ
て
い

る
。
何
よ
り
も
被
保
険
者
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
維
持
に
お
い
て
、

今
回
の
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
。

本会議　討 論
議員は採決の前にその案件に対して、賛成か反対かの自己の意見を表明することができます。意

見表明することを「討論」といいます。自己の意見に反対の議員や賛否の意思を決めかねている

議員に対し、自己の意見に賛同するよう理由を述べます。

認
定
第
１
号

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

田�
中
一
泰
議
員　

身
延
町
味
噌
加

工
施
設
は
事
業
と
し
て
成
り
立

つ
の
か
。

産�

業
課　

中
小
企
業
診
断
士
に
相

談
し
て
作
成
し
た
収
支
計
画
で

は
、
材
料
の
購
入
に
つ
い
て

あ
け
ぼ
の
大
豆
１
㎏
あ
た
り

１
０
０
０
円
、
販
売
は
８
０
０

ｇ
あ
た
り
１
１
０
０
円
12
ト
ン

生
産
し
て
採
算
が
取
れ
る
想
定

で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
議
員　

身
延
町
味
噌
加

工
施
設
と
市
之
瀬
味
噌
加
工
所
、

道
の
駅
し
も
べ
の
味
噌
加
工
に

お
け
る
違
い
は
。

産�

業
課　

身
延
町
味
噌
加
工
施
設

は
、
指
定
管
理
に
よ
る
味
噌
の

大
量
生
産
販
売
、
市
之
瀬
味
噌

加
工
所
は
、
個
人
等
の
小
規
模

生
産
向
け
に
な
る
。
市
之
瀬
味

噌
加
工
所
に
つ
い
て
は
老
朽
化
も

あ
り
、
将
来
的
に
は
味
噌
加
工

体
験
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。

渡�

辺
文
子
議
員　

身
延
町
味
噌
加
工

施
設
に
つ
い
て
一
般
の
方
が
味
噌

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

産�

業
課　

一
般
の
方
は
味
噌
を
作

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

遠�

藤
公
久
議
員　

味
噌
の
生
産
に

必
要
な
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
量
は

供
給
で
き
る
の
か
。

産�

業
課　

現
状
出
来
る
と
考
え
て

い
る
。

田�

中
一
泰
委
員　

個
人
番
号
カ
ー

ド
の
機
能
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
搭
載
可
能
と
な
る
か
。

町�

民
課　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
登

録
さ
れ
て
い
る
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
へ
搭
載
可
能
と
な
る
。
こ
れ

に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
に
お
い
て
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ

れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い

て
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
常
任
委
員
会
所
属
議
員
を
「
委

員
」
所
属
外
議
員
を
「
議
員
」
と

表
記
し
て
い
ま
す
。

▼
議
案
第
53
号

身
延
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

渡
辺
文
子
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議案に対する賛否議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

上
田　

孝
二

伊
藤　

達
美

渡
辺　

文
子

野
島　

俊
博

広
島　

法
明

田
中　

一
泰

望
月　

悟
良

伊
藤　

雄
波

佐
野　

知
世

山
下　

利
彦

佐
野　
　

昇

深
山　

光
信

遠
藤　

公
久

○○○○○○○○○○○○

○

×

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○

×

○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

●決算
認定第１号 
●条例の制定 
議案第52号 
●条例の一部改正 
議案第53号 
議案第54号 
議案第55号 
議案第56号 
●補正予算 
議案第57号 
議案第58号 
議案第59号 
議案第60号 
●財産の取得 
議案第61号 
●人事案件 
同意第25号 
同意第26号 
●発委案件 
発委第１号 
●請願 

請願第１号 

●追加案件 

発議第１号

令和４年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について

身延町味噌加工施設条例の制定について

身延町印鑑条例の一部を改正する条例について
身延町職員給与条例の一部を改正する条例について
身延町キャンプ場条例の一部を改正する条例について
身延町子ども・子育て会議条例等の一部を改正する条例について

令和５年度身延町一般会計補正予算（第４号）
令和５年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和５年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
令和５年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計補正予算（第1号）

財産の取得について(味噌加工施設備品）

身延町教育委員会委員の任命について（小林美絵氏）
身延町公平委員会委員の選任について（赤池一博氏）

身延町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について

加配定数の振り替えによらない小学校三十五人学級の実施、
中学校での三十五人学級の実施、教職員定数の改善、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

加配定数の振り替えによらない小学校三十五人学級の実施、
中学校での三十五人学級の実施、教職員定数の改善、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書案

●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
（
９
月
６
日
〜
15
日
）

内容については、P4～P5の「第3回定例会議案説明」及びをご覧ください。

内　
　

容
：
９
月
定
例
会
に
つ
い
て
、
他

時　
　

間
：
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

開
催
日
：
令
和
５
年
11
月
11
日(

土)

場　
　

所
：
中
富
地
区
公
民
館
曙
分
館

開
催
日
：
令
和
５
年
11
月
18
日(

土)

場　
　

所
：
下
部
地
区
公
民
館
古
関
分
館

開
催
日
：
令
和
５
年
11
月
25
日(

土)

場　
　

所
：
身
延
地
区
公
民
館
大
河
内
分
館

「町民と議員との懇談会」を開催します
町
民
の
み
な
さ
ま
の
お
声
を

　
　
　
　
　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

３
地
区
共
通
事
項　

�

申
し
込
み
不
要

中　

富　

地　

区

下　

部　

地　

区

身　

延　

地　

区

お気軽に
ご参加ください
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一　般　質　問一　般　質　問
一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、市の行財政全般
（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密
接している事項など多岐にわたっています。

一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、町の行財政全般
（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密
接している事項など多岐にわたっています。

町政のあり方について質疑　9月7日町政のあり方について質疑　9月7日

7人の議員が登壇7人の議員が登壇
１　伊藤達美　議員………………13ページ
①　予算化される事業の見直しについて

②　みのぶ乗り合いタクシーに関する予算について

③　地域内における経済循環について

④　新中学校における教育内容について

⑤　人口減少に伴う財政への影響について

２　遠藤公久　議員………………14ページ
①　新たな子育て支援策について

②　地方創生臨時交付金事業の効果検証について

③　チャットＧＰＴの使用について

３　山下利彦　議員………………15ページ
①　へき地を支える不採算医療確保について

②　身延町の観光ビジョンと観光協議会について

③　住民の生活を守る鳥獣害対策について

④　災害対策について

⑤　重層的支援体制整備事業計画作成について 

4　佐野　昇　議員………………16ページ
①　峡南地域の医療体制について

②　外国人材の受け入れについて

③　鳥獣被害対策の緊急事態宣言について

５　佐野知世　議員………………17ページ
①　一色のほたる存続について

②　ＳＤＧｓ取り組みについて

 

６　深山光信　議員………………18ページ
①　中学校の部活動について

②　地域貢献活動休暇の創設について

７　渡辺文子　議員………………19ページ
①　会計年度任用職員の処遇改善について

②　保育士配置基準の改善について

③　夏休みや冬休みなどの長期の休みに体重が減って

　　しまう子どたちがいると聞いたが対策は

④　夏休みや冬休みに学童保育の子どもたちに給食セ

　　ンターで給食ができないか

⑤　有害鳥獣対策について

〇一般質問傍聴人数
14人の皆様が熱心に傍聴されました。
ありがとうございました。

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※掲載の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。掲載されていない項目　　は各議員のＱＲコードから
　アクセスし、ご覧ください。
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問�　

乗
合
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン

ド
）
の
経
費
は
、
令
和
３
年

度
決
算
で
は
バ
ス
運
行
対
策

事
業
費
負
担
金
と
し
て
町
か
ら

４
５
１
５
万
円
が
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
へ
支
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
協
議
会
の
設
置

の
根
拠
は
。

交�
通
防
災
課
長　

地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
は
、
平
成
19
年

に
施
行
さ
れ
た
「
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
平
成
20
年

５
月
に
設
置
し
た
。
協
議
会
は
、

町
内
の
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
の
た
め
に
、
地
域
に
お

け
る
取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ

効
率
的
に
推
進
す
る
事
を
目
的

と
し
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
の
作
成
及
び
実
施
に
関

し
必
要
な
協
議
を
行
な
う
。 

　問�　

負
担
金
と
し
て
支
出
さ
れ
た

予
算
は
運
行
に
関
す
る
経
費
だ

と
推
測
す
る
。
負
担
金
と
し
て

支
出
さ
れ
た
予
算
の
内
訳
は
。

交�

通
防
災
課
長　

内
訳
の
主
な
も

の
は
、
運
行
事
業
者
へ
の
運
行

委
託
料
、
予
約
セ
ン
タ
ー
業
務

委
託
料
と
な
る
。

問�　

現
状
の
10
人
乗
り
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
で
は
戸
口
ま
で
行
く

の
は
難
し
い
。
戸
口
ま
で
迎
え

に
き
て
く
れ
れ
ば
助
か
る
、
と

の
意
見
を
聞
く
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
戸
口
ま
で
運
転
可
能
な
軽

自
動
車
を
活
用
し
て
地
域
の
人

た
ち
が
運
転
手
と
し
て
利
用
者

を
支
え
る
方
法
を
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

交�

通
防
災
課
長　

自
家
用
有
償
旅

客
運
送
制
度
は
、
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
事
業
が
成
り
立
た
た
ず
、

地
域
に
お
け
る
輸
送
手
段
の
確

保
が
で
き
な
い
場
合
に
、
必
要

な
安
全
上
の
措
置
を
と
っ
た
上

で
、
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

が
、
自
家
用
車
を
用
い
て
提
供

す
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
。
こ
の
制

度
で
の
送
迎
は
、
町
が
使
用
権

原
を
有
す
る
自
家
用
車
を
使
用

し
、
地
域
の
方
が
運
転
手
を
行

な
う
事
も
国
の
許
可
を
受
け
れ

ば
可
能
に
な
る
が
、
旅
客
の
安

全
と
快
適
な
移
動
を
確
保
す
る

た
め
運
転
手
の
資
格
や
車
両
の

安
全
基
準
を
厳
守
す
る
事
が
必

要
と
な
り
、
導
入
に
あ
た
っ
て

は
関
係
者
の
十
分
な
協
議
が
必

要
と
考
え
る
。

問�　

令
和
６
年
度
上
半
期
に
は
人

口
が
１
万
人
を
割
る
。
町
の
財

政
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
。

財�

政
課
長　

人
口
減
少
に
伴
う
納

税
義
務
者
の
減
少
に
伴
い
地
方

税
の
落
ち
込
み
は
、
厳
し
い
も

の
に
な
る
。
基
幹
的
財
源
で
あ

る
普
通
交
付
税
総
額
に
つ
い
て

も
、
影
響
が
で
て
く
る
。
ま
た
、

旧
合
併
特
例
事
業
債
が
、
令
和

６
年
度
に
終
了
す
る
た
め
、
さ

ら
に
補
助
金
や
有
利
な
地
方
債

に
よ
る
財
源
を
確
保
す
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
る
。
継
続
的
事
業

に
つ
い
て
は
廃
止
を
含
め
要
否

の
判
断
を
す
る
な
ど
、
事
務
事

業
等
の
見
直
し
が
さ
ら
に
必
要

と
な
る
。

問�　

人
口
が
１
万
人
を
割
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
を

ど
う
捉
え
る
か
。
悲
観
論
や
あ

き
ら
め
が
大
半
を
占
め
る
。
果

敢
に
そ
れ
に
対
抗
し
乗
り
越
え

て
行
く
べ
き
だ
、
と
の
意
見
は

少
数
派
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
み
て
、
町
長
の
心
境
を

伺
う
。

町�

長　

本
町
の
人
口
構
成
に
よ
れ

ば
、
人
口
の
自
然
減
少
か
ら
免

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
現
状
の
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
に
よ
り
、
先
行
き
に
希

望
が
な
い
と
考
え
る
悲
観
的
な

思
い
は
な
い
。
例
え
本
町
の
人

口
が
８
０
０
０
人
、
７
０
０
０

人
に
な
ろ
う
と
も
、
身
延
町
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
と
元
気
で

活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
20
年
30
年
先
の
未
来

に
向
け
、
私
が
町
政
の
先
頭
に

立
ち
、
本
町
の
抱
え
る
課
題
克

服
へ
の
取
り
組
み
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
。

答

問 人口が１万人を割ることが想定されるが、この事実をどう捉え
るか、町長の心境を伺う

人口が 8000 人、7000 人になろうとも、身延町の未
来に向け、私が町政の先頭に立ち、本町の抱える課
題克服のための取り組みにスピード感を持って進め
ていく（町長）

　人口減少とわが町の財政

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

み
の
ぶ
乗
合
タ
ク
シ
ー

人
口
減
少
と
財
政
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問�　

夏
休
み
の
学
童
保
育
の
利
用

実
績
は
。

子�

育
て
支
援
課
長　

利
用
者
数
は

令
和
４
年
度
、
延
べ
１
４
９
９

人
、
令
和
５
年
度
は
延
べ

１
７
３
０
人
。

問�　

学
童
保
育
利
用
者
に
お
弁
当

な
ど
の
有
料
提
供
に
つ
い
て
の

意
向
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
が

実
現
可
能
か
な
ど
検
討
す
る
予

定
は
。

子�

育
て
支
援
課
長　

昼
食
提
供
は
、

全
国
の
事
業
所
は
約
２
割
が
実

施
、
山
梨
県
内
で
は
実
施
状
況

が
把
握
で
き
て
い
な
い
現
状
。

地
域
の
実
情
や
保
護
者
の
意
向

を
調
査
し
て
い
く
中
で
、
導
入

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

問�　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

の
効
果
検
証
実
施
時
期
、
担
当

部
署
取
り
ま
と
め
後
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
公
表
時
期
は
。

財�

政
課
長　

事
業
が
完
了
後
、
速

や
か
に
担
当
部
署
で
事
業
の
検

証
を
行
な
い
、
財
政
課
で
取
り

ま
と
め
た
。
令
和
２
年
度
及
び

令
和
３
年
度
完
了
事
業
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
11
月
11
日
に

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

公
表
し
た
。

再�

質
問　

会
計
検
査
院
調
査
時
に

公
表
も
完
了
し
て
い
た
と
の
認

識
で
間
違
い
な
い
か
。

財�

政
課
長　

令
和
４
年
５
月
17
日

に
、
令
和
２
年
度
完
了
事
業
を

対
象
と
す
る
会
計
検
査
院
に
よ

る
検
査
が
あ
っ
た
。
公
表
の
時

期
に
つ
い
て
は
検
査
後
で
あ
る
。

今
後
の
事
業
効
果
検
証
結
果
は

速
や
か
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
公
表
を
行
な
う
。

再�

質
問　

公
表
さ
れ
て
い
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
階
層
が
深
く
、

非
常
に
見
つ
け
に
く
い
。
公
表

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
改
善

は
。

財�

政
課
長　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
分
か
り
や
す
く
公
表
し
て

い
く
。

問�　

検
証
の
具
体
的
な
方
法
、
例

え
ば
多
く
の
声
と
は
何
を
基
準

に
効
果
検
証
を
行
な
っ
た
の
か
。

財�

政
課
長　

延
べ
５
回
実
施
し
た

商
品
券
配
布
事
業
は
、
事
業
実

施
後
に
事
業
所
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

問�　

令
和
２
年
実
施
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
の
現
在
ま
で

の
問
い
合
わ
せ
件
数
及
び
募
集

状
況
な
ど
事
業
実
績
は
。

企�

画
政
策
課
長　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
、

現
在
ま
で
に
３
件
。
募
集
は
、

身
延
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
に
よ
る
発
信
及
び

チ
ラ
シ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
マ
ッ
チ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ

り
行
な
っ
て
い
る
。

問�　

令
和
３
年
度
以
降
の
本
事
業

へ
の
予
算
執
行
の
状
況
と
、
今

後
の
事
業
の
見
通
し
は
。

企�

画
政
策
課
長　

令
和
３
年
度
の

　

予
算
執
行
額
は
合
計
９
７
１
万

　

７
１
０
円
。
令
和
４
年
度
の
予

　

算
執
行
額
は
合
計
89
万
４
６
０

　

�

０
円
。
令
和
５
年
度
は
、
総
額

61
万
２
０
０
０
円
を
予
算
計
上
。

今
後
、
町
の
資
源
で
あ
る
観
光

や
特
産
品
、
豊
か
な
自
然
環
境

な
ど
の
特
徴
を
発
信
し
、
継
続

し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘

致
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

再�

質
問　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
お
け

る
情
報
の
更
新
な
ど
今
後
の
改

善
は
。

企�

画
政
策
課
長　

今
後
も
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
必
要
な
情
報
を
更

新
し
、
発
信
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・�

観
光
課
所
管
の
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

に
つ
い
て

・�

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
使
用
（
学

校
教
育
・
行
政
事
務
の
使
用
）

に
つ
い
て

答

問 経済的負担や身体的負担の軽減のための通学用リュックの無償
提供の検討は

今後、社会情勢などを考慮する中で検討していく
（学校教育課長）

　新たな子育て支援策について

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

新
た
な
子
育
て
支
援
策
に
つ

い
て

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

の
効
果
検
証
に
つ
い
て

富山県立山町導入バックパック

交付金で購入した
air dog
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問�　

町
民
自
ら
町
の
自
然
、
歴
史

文
化
に
積
極
的
に
触
れ
、
そ
の

良
さ
を
実
感
し
、
共
通
の
価
値

観
や
認
識
を
外
に
発
信
し
て
い

か
な
け
れ
ば
観
光
の
発
展
は
な

い
。
観
光
プ
ラ
ン
な
ど
観
光
振

興
政
策
に
は
、
観
光
客
数
や
消

費
動
向
調
査
と
い
っ
た
情
報
分

析
は
重
要
な
ツ
ー
ル
だ
。
身
延

町
の
観
光
状
況
の
推
移
と
分
析

は
。

観�

光
課
長　

山
梨
県
入
込
客
数
調

査
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。
今

後
は
こ
の
調
査
に
加
え
、
峡
南

ネ
ク
ス
ト
共
創
会
議
の
市
場
調

査
等
を
参
考
に
し
、
近
年
の
旅

行
形
態
の
変
化
や
コ
ロ
ナ
後
の

動
向
を
見
据
え
た
新
た
な
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
予
定
で

あ
る
。

問�　

県
で
は
、
森
林
と
希
少
植
物

を
鳥
獣
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、

峡
南
地
区
４
地
区
の
山
林
、
河

川
敷
、
田
畑
な
ど
29
箇
所
に
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
撮
影
を
令
和

３
年
か
ら
開
始
し
た
。
そ
の
結

果
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
が
高
頻

度
に
出
没
す
る
場
所
や
時
間
の

特
定
や
季
節
の
周
期
性
が
把
握

さ
れ
て
い
る
。
猟
友
会
と
の
協

力
体
制
を
強
化
し
、
県
の
貴
重

な
デ
ー
タ
を
参
考
に
各
要
所
に

箱
罠
を
増
設
設
置
し
、
鳥
獣
害

撲
滅
年
次
計
画
を
立
て
る
な
ど

町
の
政
策
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

産�

業
課
長　

県
等
の
様
々
な
デ
ー

タ
は
貴
重
な
も
の
と
考
え
、
猟

友
会
の
皆
様
と
協
力
体
制
を
継

続
し
鳥
獣
害
対
策
を
進
め
て
い

く
。
箱
罠
の
増
設
設
置
に
つ
い

て
も
、
被
害
状
況
等
を
勘
案
す

る
中
で
、
そ
の
都
度
検
討
し
て

い
く
。

問�　

身
延
町
の
避
難
の
目
安
と
な

る
降
水
量
な
ど
、
速
や
か
な
発

令
の
た
め
の
独
自
の
基
準
は
。

交�
通
防
災
課
長　

気
象
庁
甲
府
地

方
気
象
台
と
情
報
を
共
有
し
、

避
難
所
の
開
設
等
の
判
断
を
し

て
い
る
。
富
士
川
の
水
位
情
報

は
、
清
水
端
の
水
位
観
測
所
の

水
位
を
確
認
し
、
消
防
団
の
出

動
判
断
の
目
安
と
し
て
い
る
。

町
民
の
避
難
指
示
の
具
体
的
な

降
水
量
な
ど
の
発
令
基
準
は
定

め
て
い
な
い
が
、
気
象
庁
の
発

令
基
準
を
基
礎
と
し
て
対
応
し

て
い
る
。

問�　

観
測
技
術
が
向
上
し
、
得
ら

れ
る
気
象
デ
ー
タ
が
増
え
て
い

る
。
デ
ー
タ
を
独
自
に
読
み
取

る
専
門
職
員
の
採
用
や
防
災
担

当
職
員
の
育
成
が
必
要
と
考
え

る
が
。

交�

通
防
災
課
長　

令
和
２
年
か
ら

防
災
専
門
官
を
任
期
付
き
で
雇

用
し
て
い
る
。
交
通
防
災
課
の

職
員
は
県
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
、
防
災
士
と

し
て
認
証
登
録
も
し
て
い
る
。

問�　

民
生
委
員
の
職
務
遂
行
の
た

め
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
は
。

福�

祉
保
健
課
長　

守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
個
人
情

報
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

条
例
の
解
釈
、
運
用
に
努
め
て

い
る
。

問�　

障
が
い
者
の
法
定
障
が
い
者

雇
用
率
確
保
に
つ
い
て
。

総�

務
課
長　

本
町
は
、
令
和
３
年

度
の
職
員
採
用
試
験
に
お
い
て

障
が
い
者
雇
用
枠
を
設
け
、
１

名
採
用
し
た
。
法
定
雇
用
率
は

満
た
し
て
い
る
。

問�　

身
延
町
の
認
知
症
と
共
に
生

き
る
地
域
づ
く
り
の
現
状
は
。

福�
祉
保
健
課
長　

認
知
症
を
考
え

る
集
い
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

問�　

子
ど
も
の
貧
困
を
正
確
に
把

握
す
る
た
め
の
身
延
町
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
事
業
に
つ
い
て
は
。

子�

育
て
支
援
課
長　

一
般
的
な
支

援
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
被

援
助
者
の
状
況
に
合
わ
せ
、
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

な
が
ら
、
援
助
活
動
を
実
行
す

る
こ
と
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
理
解
を
深
め
、
個
々
の
実
情

に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
な
っ
て

い
く
。

問�　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

と
は
、
前
段
の
子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
全
て
の
住

民
の
様
々
な
問
題
に
対
し
て
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
縦
割
り
を
な
く
し
た
組

織
づ
く
り
だ
。
身
延
町
の
総
合

計
画
に
掲
げ
る
テ
ー
マ
を
実
感

す
る
町
づ
く
り
に
、
こ
の
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
義
は

あ
る
と
考
え
る
が
。

福�

祉
保
健
課
長　

本
町
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
、
障
が
い
、
高
齢
、

生
活
困
窮
な
ど
の
相
談
が
あ
っ

た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
で
対
応
し

て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
複

数
の
担
当
者
が
集
ま
り
ケ
ー
ス

会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
分
野

を
超
え
横
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
対
応
支
援
し
て
い
る
た
め
、

本
事
業
に
取
り
組
む
予
定
は
な

い
。

答

問 住民が抱える課題が複雑化する中、市町村が創意工夫をもって包括的な支援体制
を円滑に構築・実践できる仕組みづくりの事業であり、取り組むべきと考えるが

本町では複合的な課題を持った方に対して、ケース会
議を開催するなど、分野を超え横の連携を密にしなが
ら対応し支援しているため、本事業に取り組む予定は
ない（福祉保健課長）

　重層的支援体制整備事業への取り組みについて

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
観
光
協
議
会

生
活
を
守
る
鳥
獣
害
対
策

命
を
守
る
災
害
対
策

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
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問�　
「
峡
南
南
部
地
域
医
療
体
制

等
調
査
業
務
報
告
」
が
公
表
さ

れ
た
が
調
査
提
案
の
評
価
・
審

査
の
メ
ン
バ
ー
は
。

福�

祉
保
健
課
長　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

評
価
委
員
会
は
、
飯
富
病
院
は

院
長
と
副
院
長
、
身
延
山
病
院

は
院
長
と
事
務
長
、
行
政
関
係

は
、
身
延
町
・
早
川
町
・
南
部

町
の
各
福
祉
保
健
課
長
、
県
の

医
務
課
長
補
佐
で
あ
る
。

問�　

委
託
金
額
と
詳
細
は
。

福��

祉
保
健
課
長　

契
約
金
額
は
、

　

�

１
３
２
０
万
円
で
、
県
の
補

助
金
９
８
０
万
円
、
飯
富
病

院
１
１
０
万
円
、
身
延
山
病

院
１
１
０
万
円
、
身
延
町

１
０
０
万
円
、
早
川
町
65
万
円
、

南
部
町
55
万
円
の
負
担
で
あ
る
。

問�　

こ
の
基
礎
資
料
を
も
と
に
、

峡
南
南
部
地
域
医
療
体
制
に
つ

い
て
検
討
委
員
会
で
は
、
ど
う

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

こ
れ
か
ら
の
地

域
の
医
療
・
介
護
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
両
病
院
と
の
間
で

連
携
を
強
め
病
院
機
能
の
集

約
・
分
化
を
図
り
、
効
率
的
な

医
療
・
介
護
提
供
体
制
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
病
院
間
連

携
を
進
め
る
に
当
た
り
、
２
病

院
の
経
営
形
態
の
変
更
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
３
町
、
公
益
財
団

法
人
、
２
病
院
は
検
討
を
継
続

す
る
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
峡
南
南
部
地
域

医
療
連
携
推
進
協
議
会
を
設
置

し
た
。
委
員
は
３
町
長
、
身
延

山
病
院
は
、
法
人
理
事
・
院
長
・

副
院
長
・
看
護
部
長
、
飯
富
病

院
は
、
院
長
・
副
院
長
・
看
護

部
長
、
南
部
診
療
所
長
、
県
で

は
、
医
務
課
長
・
峡
南
保
健
所

長
の
合
計
14
人
。
今
後
は
こ
の

協
議
会
を
中
心
に
医
療
連
携
を

効
果
的
に
確
保
す
る
た
め
検
討

し
て
い
く
。

問�　

15
年
前
に
峡
南
６
病
院
の
院

長
が
「
県
内
で
も
過
疎
と
高
齢

化
が
最
も
進
ん
だ
地
域
で
危
機

的
状
況
で
あ
り
、
住
民
の
医
療

福
祉
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策

を
今
す
ぐ
開
始
す
べ
き
で
あ

る
。」
と
峡
南
地
域
の
医
療
体

制
へ
の
提
言
を
し
て
い
る
。
峡

南
地
域
保
健
医
療
推
進
委
員
会

も
再
生
計
画
の
推
進
協
議
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
町
と
医
療
機

関
・
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
経

過
は
。

福�

祉
保
健
課
長　

地
域
医
療
再
生

計
画
で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て

①
医
療
従
事
者
の
確
保
、
②
医

療
機
関
の
連
携
の
推
進
、
③
在

宅
医
療
の
モ
デ
ル
地
区
化
、
を

掲
げ
て
い
た
。
中
南
部
地
域
の

３
病
院
で
は
各
病
院
が
得
意
と

す
る
分
野
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

医
療
連
携
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
で
合
意
、
南
部
町
に
つ
い
て

は
、
町
営
診
療
所
の
機
能
強
化
、

在
宅
医
療
の
モ
デ
ル
地
区
化
で

は
、
飯
富
病
院
内
に
峡
南
在
宅

医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
な

ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
推
進

委
員
会
等
の
組
織
の
構
成
員
と

し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

再�

質
問　

両
病
院
の
先
生
方
も
今

す
ぐ
に
で
も
連
携
・
適
切
に
機

能
集
約
し
て
、
地
域
の
効
率
的

な
医
療
・
介
護
の
提
供
体
制
を

取
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
医

療
連
携
推
進
協
議
会
で
は
、
経

営
統
合
を
視
野
に
入
れ
医
療
連

携
を
効
果
的
に
確
保
す
る
た
め
、

提
供
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う

理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

医
療
連
携
推
進

協
議
会
で
協
議
、
決
定
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
、
今
の
段
階
で
は

構
築
す
る
と
断
言
で
き
な
い
。

将
来
的
な
経
営
統
合
を
視
野
に

医
療
連
携
を
効
果
的
に
確
保
す

る
た
め
の
、
経
営
形
態
の
方
向

性
を
協
議
会
で
検
討
し
て
い
る
。

問�　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
被
害
の
内
容
、
猟
友
会
の

皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
実
情

は
耐
え
難
い
被
害
の
内
容
で
あ

る
。
現
状
は
非
常
事
態
と
判
断

す
る
が
、
見
解
は
。

産�

業
課
長　

知
事
か
ら
許
可
を
受

け
個
体
数
を
調
整
す
る
「
適
正

管
理
捕
獲
」
を
中
心
に
各
分
会

に
お
願
い
し
て
、
適
正
管
理
捕

獲
許
可
範
囲
内
と
な
る
。
今
後

も
猟
友
会
の
意
向
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
要
望
等
取
り
入
れ
、

適
正
管
理
捕
獲
対
応
を
し
て
い

く
。

再�

質
問　

住
民
の
生
活
環
境
を
脅

か
し
て
い
る
。
今
ま
で
と
違
う

緊
急
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

産�

業
課
長　

割
り
当
て
頭
数
内
で

の
捕
獲
を
継
続
し
、
個
体
数
は

町
全
体
で
偏
り
な
く
減
ら
し
て

い
く
の
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
事
項

・�

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て　

答

問 峡南地域の医療と福祉が、危機的状況に瀕している。住民の医
療福祉を維持するための方策を今すぐ開始すべきだが

峡南南部地域医療連携推進協議会を設置、将来的な経
営統合を視野に医療連携を効果的に確保するための経
営形態の方向性を検討している（福祉保健課長）

　峡南地域の医療体制について

佐
さ の

野　　昇
のぼる

 議員

峡
南
地
域
の
医
療
体
制
に
つ

い
て

鳥
獣
被
害
の
緊
急
事
態
宣

言
に
つ
い
て
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問�　

現
在
一
色
の
集
落
に
お
い
て

は
高
齢
化
が
進
み
、
環
境
保
全

活
動
が
鈍
化
し
、
そ
れ
に
伴
い

ホ
タ
ル
の
数
も
年
々
減
少
し
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
こ
れ
か
ら
の
整
備
、

保
全
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

生�
涯
学
習
課
長　

ホ
タ
ル
が
生
息

す
る
環
境
は
、
一
色
ほ
た
る
保

存
会
の
活
動
に
よ
り
保
た
れ
て

い
る
が
、
ホ
タ
ル
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
減

少
の
原
因
と
し
て
地
球
温
暖
化

等
に
よ
る
影
響
も
少
な
く
な
い
。

毎
年
ホ
タ
ル
の
飛
翔
数
を
観
測
、

注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も
ほ
た

る
保
存
会
と
協
力
し
な
が
ら
保

存
に
努
め
て
い
く
。

問�　

ほ
た
る
祭
り
は
町
の
行
事
の

一
つ
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
す
る
前
年
ま
で
集
落

や
町
を
含
む
外
部
団
体
の
協
力

を
得
る
中
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
年

は
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
さ
れ

た
が
、
現
状
祭
り
の
再
開
は
厳

し
い
状
況
と
判
断
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
一
色
の
実
行
委
員
会
は

こ
ぼ
し
て
い
る
。
町
で
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

観�

光
課
長　

今
後
の
ほ
た
る
祭
り

の
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

ほ
た
る
祭
り
実
行
委
員
会
が
実

施
主
体
と
な
る
の
で
、
町
は
実

行
委
員
会
の
判
断
を
尊
重
し
て

対
応
す
る
。
な
お
、
祭
り
が
実

施
さ
れ
な
い
場
合
で
も
今
年
度

と
同
様
の
安
全
対
策
を
講
じ
る

と
共
に
来
訪
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

問�　

第
一
に
必
要
な
の
は
ホ
タ
ル

が
増
え
る
事
で
あ
り
、
川
に

被
っ
て
い
る
両
岸
の
樹
枝
の
伐

採
を
行
な
い
、
川
を
明
る
く
し

て
や
る
必
要
が
あ
り
、
餌
で
あ

る
カ
ワ
ニ
ナ
の
増
殖
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取

組
の
提
案
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

生�

涯
学
習
課
長　

町
の
昆
虫
で
あ

る
ホ
タ
ル
が
増
え
る
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
る
。
こ
の
地
域
の

ホ
タ
ル
が
自
然
繁
殖
す
る
こ
と

が
特
に
重
要
で
あ
る
。
生
育
環

境
や
餌
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
に
つ

い
て
も
一
色
ほ
た
る
保
存
会
の

方
々
と
も
協
力
し
な
が
ら
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
。

問�　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
地
球

温
暖
化
等
に
関
係
す
る
目
標
７

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ク
リ
ー
ン
化
）

の
課
題
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
の
抑
制
で
あ
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
を
発
生
し
な
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
の
拡
大

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
の
実
績
及
び
こ

れ
か
ら
の
計
画
は
あ
る
か
。

環�

境
上
下
水
道
課
長　

本
町
が
具

体
的
に
行
な
っ
て
い
る
取
り
組

み
と
し
て
は
平
成
24
度
よ
り
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
た
町
民
等
に
対
し
、
一

律
５
万
円
の
補
助
を
行
な
っ
て

お
り
新
身
延
中
学
校
、
身
延
町

民
体
育
館
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
導

入
し
て
い
る
。
ま
た
「
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
平
成

18
年
度
に
策
定
し
、
２
０
５
０

年
に
「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
て
い
る
。

答

問 一色のほたるの里に関しての本年度の事業内容及び事業計画は。

ほたる観賞期間には多くの方が訪れるため、川沿いの
遊歩道の草刈り、路肩へロープを張るなど安全対策を
行なった。また、交通警備員を配置し、交通誘導を行っ
た。観光Webサイト等でも周知を図った（観光課長）

　一色のほたる存続について

佐
さ の

野　知
ち せ い

世 議員

一
色
の
ほ
た
る
存
続
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

一色川の現状

SDGs のロゴマーク

一
色
川
の
ホ
タ
ル
の
様
子
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問�　

身
延
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
監

督
、
指
導
者
が
一
生
懸
命
指
導

し
て
い
る
お
か
げ
で
、
現
在
40

名
を
超
え
る
大
人
数
に
な
る
。

　

�　

あ
る
中
学
生
の
話
で
す
が
、

「
小
学
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
中
学

校
に
は
な
い
の
で
町
外
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い
る
」

と
。「
楽
し
い
け
れ
ど
、
学
校

の
先
輩
と
の
つ
な
が
り
が
な
く

て
、
一
緒
に
で
き
な
く
て
さ
み

し
い
。
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー

が
し
た
い
。」
と
の
こ
と
で
し

た
。
卒
団
し
た
児
童
は
中
学
校

に
い
っ
て
も
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
な
い
、
こ
れ
だ
け
多
く

の
サ
ッ
カ
ー
少
年
少
女
が
い
る

の
に
、
中
学
校
に
部
活
が
な

い
。
身
延
町
の
教
育
は
、
県
内

で
も
進
ん
で
い
る
教
育
環
境
で

あ
る
。
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ

れ
た
運
動
部
活
動
で
の
指
導
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
運
動
部
活

動
の
学
校
教
育
に
お
け
る
位
置

付
け
、
意
義
、
役
割
等
に
つ
い

て
「
運
動
部
活
動
は
学
校
教
育

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

　

�　

子
育
て
支
援
も
充
実
し
て
、

教
育
環
境
も
充
実
し
て
い
る
身

延
町
で
あ
る
が
、
部
活
動
の
環

境
は
い
か
な
る
も
の
か
。
少
子

化
が
進
む
本
町
で
子
ど
も
の
数

が
少
な
く
な
り
、
団
体
ス
ポ
ー

ツ
、
部
活
動
を
成
り
立
た
せ
る

の
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

�　

ま
た
国
は
部
活
動
の
地
域
移

行
も
進
め
て
い
る
。
地
域
移
行

の
め
ど
も
立
っ
て
い
な
い
中
、

地
域
移
行
、
外
部
指
導
員
の
確

保
、
教
職
員
の
部
活
動
の
負
担

減
な
ど
も
含
め
て
、
今
の
時
代

に
合
っ
た
部
活
動
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
ほ
し
い
。

　

�　

子
ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し

て
い
く
の
も
、
町
づ
く
り
の
ひ

と
つ
だ
と
思
う
が
、
町
の
考
え

は
。

学�

校
教
育
課
長　

学
校
の
部
活
動

を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
少
子
化
に
伴
い
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
持
続
可
能
性
の

面
で
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
休
日
も
含
め
た
指
導

や
大
会
へ
の
引
率
、
運
営
へ
の

参
画
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
教

師
に
と
っ
て
大
き
な
業
務
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
専
門
性
や
意

思
に
か
か
わ
ら
ず
教
員
が
顧
問

を
務
め
る
、
こ
れ
ま
で
の
指
導

体
制
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
が
進

む
中
、
よ
り
一
層
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。

　

�　

地
域
移
行
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
中
学
校
を
は
じ
め
生
徒
、

保
護
者
の
意
向
、
地
域
の
関
係

者
と
連
絡
を
密
に
し
、
調
整
・

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

�　

地
域
移
行
を
含
め
部
活
動
外

部
指
導
員
の
活
用
な
ど
、
今
後

の
部
活
動
の
あ
り
方
は
、
生
徒

が
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活
動

に
継
続
し
て
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
機
会
の
確
保
が
で
き
る
こ

と
を
念
頭
に
、
県
の
指
導
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
関
係
者
間
で

丁
寧
に
検
討
し
方
針
を
定
め
て

い
く
。

答

問 子どもたちがやりたいことができる環境づくりをしていくのも
町づくりのひとつだと思うが、町の考えは

関係者間で丁寧に検討し、方針を定めていく
（学校教育課長）

　中学校の部活動について

深
ふかやま

山　光
こうしん

信 議員

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

中学校の部活動でサッカーを続けたいが、身延中学校にはない。

場所：下山小学校
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問��　

夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
の
長

期
の
休
み
に
体
重
が
減
っ
て
し

ま
う
子
ど
も
が
い
る
が
、
町
と

し
て
対
策
は
あ
る
の
か
。　

子�

育
て
支
援
課
長　

本
町
に
お
い

て
は
町
全
体
で
想
定
し
う
る
子

育
て
に
対
す
る
経
済
支
援
施
策

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
「
子
ど
も
政
策
」
の
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
、
本
町
の
状
況
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い

く
。

問�　

身
延
町
で
は
子
ど
も
た
ち
に

先
進
的
に
支
援
を
し
て
い
る
の

は
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
生

き
て
い
く
こ
と
が
大
変
と
い
う

子
ど
も
達
に
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク

頼
み
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
も

一
緒
に
な
っ
て
支
援
を
す
る
仕

組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町�

長　

民
間
も
本
町
で
は
あ
ま
り

動
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。
も
し
民
間
で
そ
う
い
う

動
き
が
出
れ
ば
、
行
政
と
し
て

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
出
来
る
と

思
う
。
本
当
に
お
困
り
で
あ
れ

ば
行
政
に
相
談
し
て
欲
し
い
。

問�　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
で
「
フ

　

�

ー
ド
バ
ン
ク
子
ど
も
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
学
校
と
連
携
し

て
行
な
っ
て
い
る
が
身
延
町
も

行
な
っ
て
い
る
か
。

学�

校
教
育
課
長　

小
中
学
校
で
就

学
援
助
な
ど
の
制
度
を
利
用
し

て
い
る
家
庭
に
給
食
の
な
い
期

間
に
食
品
を
受
け
ら
れ
る
制
度

の
通
知
文
と
申
請
書
を
教
育
委

員
会
か
ら
送
付
し
、
制
度
を
周

知
し
て
い
る
。

問�　

働
い
て
い
る
母
親
か
ら
お
弁

当
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
変
だ

と
聞
い
た
。
給
食
が
で
き
な
い

か
。

子�

育
て
支
援
課
長　

現
時
点
で
は

持
参
し
た
弁
当
以
外
の
昼
食
に

つ
い
て
想
定
し
て
い
な
い
。　

問�　

実
施
し
て
い
る
市
町
村
も
あ

り
、
給
食
で
命
を
つ
な
い
で
い

る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え

る
と
是
非
考
え
て
ほ
し
い
が
。

町�

長　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
か
な

り
難
し
い
。
民
間
で
配
食
で
き

る
か
な
ど
こ
れ
か
ら
研
究
す
る
。

問�　

地
方
自
治
体
で
働
く
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
を
趣
旨
と
し

て
制
度
化
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、

こ
れ
ま
で
よ
り
悪
化
し
た
例
が

全
国
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
実
態
の
把
握
は
さ

れ
て
い
る
か
。

総�

務
課
長　

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
運
用
を
し
て
い
る
。

問�　

他
の
自
治
体
で
も
同
じ
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
処
遇
改
善
ど

こ
ろ
か
、
悪
く
な
っ
て
い
る
実

態
が
あ
る
の
で
心
配
だ
が
。　

町�

長　

出
来
る
範
囲
の
中
で
改
善

が
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ど

う
か
、
検
討
し
て
い
く
。

問�　

国
の
基
準
は
守
ら
れ
て
い
る

と
は
思
う
が
、
70
年
以
上
前
に

決
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
災

害
時
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
第
一
に
考
え
、
保
育
士
の

配
置
を
考
え
て
ほ
し
い
が
。　

子�

育
て
支
援
課
長　

身
延
町
立
保

育
所
と
し
て
は
、
配
置
数
を
充

足
さ
せ
て
い
て
、
保
育
士
の
努

力
の
も
と
在
園
児
が
健
や
か
に

育
っ
て
い
る
。

問�　

子
ど
も
が
少
な
い
か
ら
こ
そ

よ
り
安
全
な
配
置
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

町�

長　

適
正
な
配
置
基
準
以
上
の

配
置
は
充
足
さ
せ
て
い
る
が
、

休
園
な
ど
が
あ
っ
た
時
な
ど
考

え
て
い
く
。

問�　

捕
獲
に
関
わ
る
経
費
を
考
え

る
と
捕
獲
奨
励
金
の
見
直
し
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

産�

業
課
長　

捕
獲
に
要
す
る
経
費

や
財
源
確
保
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん
と
協
議

を
し
て
い
く
。

問�　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

の
防
護
柵
を
設
置
し
た
が
、
設

置
後
の
管
理
が
行
き
届
か
ず
有

効
に
機
能
し
て
い
な
い
。
柵
の

中
の
自
衛
の
電
気
柵
な
ど
の
補

助
の
考
え
は
。

産�

業
課
長　

補
助
率
は
通
常
の

80
％
か
ら
50
％
と
な
り
ま
す
が
、

農
地
へ
設
置
す
る
有
害
鳥
獣
防

除
用
施
設
資
機
材
購
入
に
対
す

る
補
助
を
受
け
ら
れ
る
。

答

問 夏休みなどの長期の休みに体重が減ってしまう子どもが
いるが、町として対策はあるのか

身延町においては町全体で想定しうる子育てに
対する経済支援施策を実施している（子育て支援課長）

　子どもの貧困対策について

渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

フ
ー
ド
バ
ン
ク
頼
み
で
な
い

支
援
を

夏
休
み
な
ど
の
学
童
保
育
の

子
ど
も
達
に
給
食
を

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
を

保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
を

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
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令
和
５
年
度
の
普
通
交
付
税
が

決
定
さ
れ
、
７
月
28
日
に
県
か
ら

公
表
さ
れ
た
。
令
和
４
年
度
と
比

較
し
て
、
４
２
６
４
万
円
増
の

40
億
５
６
３
８
万
９
０
０
０
円
で

あ
る
。
前
年
度
比
に
お
い
て
、
基

準
財
政
収
入
額
は
2.5
％
の
増
と

な
っ
た
。
主
な
増
額
の
要
因
と
し

て
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
や
住

民
税
所
得
割
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
基
準
財
政
需
要
額
は
、

前
年
度
比
1.4
％
の
増
と
な
っ
た
。

主
な
増
額
の
要
因
と
し
て
は
、
包

括
算
定
経
費
及
び
高
齢
者
保
健
福

祉
費
の
増
や
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
社

会
推
進
の
増
な
ど
が
、
普
通
交
付

税
算
定
に
お
け
る
大
き
な
増
額
の

要
因
と
な
っ
た
。
歳
入
予
算
額
の

約
４
割
を
地
方
交
付
税
が
占
め
る

本
町
で
は
、
今
後
と
も
財
政
運
営

の
健
全
化
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

今
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
木
造

建
て
方
は
、
西
棟
か
ら
行
な
わ
れ
、

８
月
上
旬
に
は
体
育
館
ま
で
完
了

し
た
。
当
初
の
予
定
工
程
と
比
べ

て
も
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。
７

月
12
日
に
は
、
中
学
２
・
３
年
生

１
０
６
人
を
対
象
に
上
棟
式
を
開

催
し
た
。
10
月
に
は
中
学
１
年
生

49
人
を
対
象
と
し
て
新
校
舎
の
現

場
見
学
会
を
開
催
し
、
工
事
現
場

で
働
く
職
人
の
方
々
か
ら
仕
事
の

紹
介
や
質
疑
応
答
な
ど
を
行
な
う

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

県
内
最
大
級
の
木
造
建
築
物
で
あ

る
身
延
中
学
校
新
校
舎
は
、
す
で

に
県
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
お

り
、
各
種
業
界
か
ら
取
材
や
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
新

聞
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
去
る

６
月
２
日
に
は
甲
府
工
業
高
校
建

築
科
３
年
生
40
名
、
６
月
12
日
に

は
笛
吹
高
校
土
木
科
２
・
３
年
生

30
名
、
６
月
20
日
に
は
甲
府
工
業

高
校
定
時
制
建
築
科
２
～
４
年
生

20
人
が
現
場
見
学
を
行
な
っ
た
。

　

来
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
工

期
が
遅
れ
な
い
よ
う
工
程
管
理
を

徹
底
し
、
無
事
故
で
工
事
が
完
成

す
る
よ
う
に
心
が
け
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
は
、

６
月
７
日
に
身
延
清
稜
小
と
下
山

小
の
１
・
２
年
生
41
名
、
６
月
16

日
に
身
延
小
１
・
２
年
生
39
名
を

対
象
に
施
設
の
内
部
見
学
会
を
行

な
っ
た
。
７
月
６
日
に
は
、
議
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
ご

出
席
の
も
と
、
竣
工
式
を
挙
行
し
、

８
月
25
日
か
ら
は
、
予
定
通
り
町

内
４
小
中
学
校
へ
給
食
を
提
供
し

て
い
る
。

　

原
油
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金

を
含
む
物
価
の
高
騰
対
策
と
し
て
、

町
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
と
地
域

で
の
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
、
町

民
一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の
給

付
事
業
を
実
施
し
、
９
月
１
日
か

ら
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

11
月
30
日
の
使
用
期
限
ま
で
に
、

啓
発
用
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
て
い
る

町
内
の
事
業
所
で
お
買
い
物
を
し

て
、
生
活
の
維
持
向
上
に
向
け
て

積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
事
業
は
、
令
和
５
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
、「
農
山
漁
村
発

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
整
備
事
業
費

補
助
金
」
を
活
用
し
実
施
す
る
こ

と
で
、
議
決
を
い
た
だ
い
た
が
、

令
和
５
年
５
月
に
不
採
択
と
の
通

知
を
受
け
た
た
め
、
代
替
補
助
金

を
「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援

交
付
金
」
に
定
め
、
事
業
を
継
続

し
て
い
る
。
今
議
会
に
お
い
て
、

財
源
の
組
替
、
消
耗
品
購
入
に
関

す
る
補
正
予
算
、
備
品
購
入
契
約
、

条
例
制
定
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

町長行政報告
望
もちづき

月　幹
みきや

也  町長

令
和
５
年
度
の
普
通
交
付
税
は
総
額
40
億
５
６
３
８
万
９
０
０
０
円
。

今
後
と
も
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
く
。

◇
は
じ
め
に

●
身
延
中
学
校
新
校
舎
等

　

整
備
事
業
に
つ
い
て

●
身
延
町
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
に
つ
い
て

●
﹁
身
延
町
み
の
ワ
ン
商
品

　

券
﹂
給
付
事
業
に
つ
い
て

●
身
延
町
味
噌
加
工
施
設

　

整
備
事
業
に
つ
い
て
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メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
農
業
被
害
を
防
ぎ
た

い
と
の
思
い
で
活
動
し
て
い
る
。
猟
友
会
と

町
で
連
携
し
て
鳥
獣
対
策
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。ま
た
、ジ
ビ
エ
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
、
処
理
場
に
つ
い
て
も
町
と
連
携
が

必
要
だ
と
思
う
が
。　
　

(

下
部
地
区
男
性)

 　

盛
ん
に
な
り
各
地
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

議
会
で
も
検
討
を
し
て
い
く
。

 

①　

各
分
会
が
個
別
に
活
動
し
て
い
る
が
、

今
後
は
３
地
区
が
一
つ
に
な
ら
な
い
と
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
思
う
。人
手
不
足
も
あ
り
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。(

身
延
地
区
男
性)

 

②　

産
業
課
と
各
地
区
猟
友
会
会
長
で
組
織

等
を
作
り
進
め
る
必
要
を
感
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

中
富
地
区
男
性)

 　

町
の
産
業
課
と
も
話
を
し
て
、
町
と
３
地

区
で
合
同
の
会
議
を
持
ち
た
い
。

 　

ど
の
分
会
も
若
い
人
が
少
な
い
、
入
会
さ

せ
て
い
か
な
い
と
駆
除
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、

方
法
を
検
討
し
町
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
。

ワ
ナ
の
技
術
が
進
み
、
時
間
も
短
縮
、
簡
単

に
捕
獲
で
き
る
と
思
う
。
そ
の
後
の
処
理
に

つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
。(

身
延
地
区
男
性)

 　

建
設
的
な
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
検
討
を

進
め
て
い
く
。

 　

産
業
課
だ
け
で
な
く
、
町
の
方
針
が
必
要

だ
と
思
う
。
猟
友
会
メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
こ

＊
と　

き　

令
和
５
年
７
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
16
分

＊
会　

場　

身
延
地
区
公
民
館　

下
山
分
館

＊
参
加
者　

計
30
人

　
　
　
　
　
（
団
体
15
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）

と
、
健
康
年
齢
を
高
め
る
こ
と
、
現
場
で
起

き
て
い
る
こ
と
、
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
。　　
　
　
　
　
　
　

 (

下
部
地
区
男
性)

 　

持
ち
帰
り
報
告
す
る
。
議
会
で
も
検
討
し

て
い
く
。

 　

あ
け
ぼ
の
地
区
で
ヤ
ギ
を
放
し
飼
い
し
て

い
る
。
条
例
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
有

害
駆
除
が
出
来
な
く
て
困
っ
て
い
る
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

中
富
地
区
男
性)

 　

条
例
に
は
決
め
事
が
無
い
、
他
市
町
村
で

条
例
が
あ
る
所
も
あ
る
。
町
へ
伝
え
る
。

○ 

捕
獲
後
の
処
理
に
つ
い
て
持
ち
込
み
が
休
日

に
な
る
。
峡
南
衛
生
組
合
で
受
入
れ
出
来
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○ 

大
城
地
区
で
ク
マ
に
杉
の
皮
が
は
が
さ
れ
て

約
半
分
が
被
害
を
受
け
て
い
る
。
検
討
し
て

ほ
し
い
。

○ 

サ
ル
の
檻
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
檻
の
依
頼

が
多
い
が
、
順
番
待
ち
の
状
態
で
あ
る
。　

○ 

田
ん
ぼ
に
毎
晩
シ
カ
が
出
没
、
田
ん
ぼ
を
や

め
た
方
も
い
る
。
民
家
の
す
ぐ
そ
ば
で
子
育

て
し
て
い
る
。

○ 

ワ
ナ
を
掛
け
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
が
他
分
会

の
エ
リ
ア
に
行
っ
て
掛
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
活
動
が
別
々
で
あ
る
。

猟友会と議員との懇談会
　総務産業建設常任委員会では、身延町猟友会 ( 身延・中富・下部 ) 各分会の役

員の皆様に出席を頂き、活動内容や困り事などを伺い意見交換を行なった。

　※会員数：身延分会 26人、中富分会 22人、下部分会 42人

質　

疑　

応　

答

提
言
・
意
見
・
要
望
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組合議会報告
一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別区な
ど）が行政サービスの一部を共同で行うことを目的として設置
する行政機関で、地方自治法284条2項により設けられる。特
別地方公共団体の一つ。

〇峡南広域行政組合議会
第 1回臨時会　令和 5年 8月 21日（月）　峡南広域行政組合（市川三郷町）
議案番号
議案第 12号
議案第 13号
議案第 14号

峡南広域行政組合火災予防条例中改正の件
高規格救急自動車の売買契約締結の件
峡南広域行政組合消防庁舎等整備事業設計施工請負締結の件

可決
可決
可決

議　案　名 採決結果

（市川三郷町、富士川町、早川町、身延町、南部町の 5町で構成。）

（概要）構成する 5 町の事業の中で広域的に処理する４つの事業を実施。情報センター、消防本部、老人ホーム、事務
局総務課など。代表理事は身延町長。

〇後期高齢者医療広域連合組合議会
第 1回臨時会　令和 5年 7月 20日（木）　山梨県自治会館（甲府市）
議案番号

承認第１,２号
議案第７,８号
同意第 1,２,３号

一般会計補正予算（第３号）後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
情報公開条例の１部を改正する条例　個人情報の保護に関する条例一部改正
副広域連合長の選任の同意　監査委員の選任の同意、公平委員会委員選任の同意　

承認
可決
同意

議　案　名 採決結果

（山梨県内すべての市町村で構成）

（概要）主に高齢者医療制度の資格管理や保険料の賦課、高額療養費等の支給などを行う。連合長は笛吹市長

７
月

　

１
日　
　

第
１
回
山
身
連
市
町
村
議
会
懇
談
会

　

３
日　
　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
勉
強
会

　

５
日　
　

第
４
回
広
報
編
集
委
員
会
（
第
75
号
）

　

６
日　
　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　

７
日　
　

山
梨
県
町
村
議
会
１
期
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　

団
体
と
議
員
と
の
懇
談
会(

猟
友
会)

　

10
日　
　

広
報
編
集
正
副
委
員
長
最
終
確
認

　

11
日　
　

国
中
６
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　

関
東
議
長
会
歓
送
懇
談
会

　

12
日　
　

市
川
三
郷
身
延
縦
貫
道
整
備
促
進

　
　
　
　
　

期
成
同
盟
会

　
12
～
13
日　

全
国
議
長
会
会
長
会　

     

（
２
日
間
）

　

18
日　
　

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

19
日　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
山
梨

　
　
　
　
　

県
期
成
同
盟
会

　

21
日　
　

第
16
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　

26
日　
　

第
２
回
町
村
議
会
議
長
会
議

　

28
日　
　

富
士
川
林
業
振
興
会
定
期
総
会

８
月

　

１
日　
　

南
ア
ル
プ
ス
周
遊
自
動
車
道
道
路

　
　
　
　
　

整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　

３
日　
　

行
政
視
察
来
町
（
長
野
県
長
和
町
）

　
　
　
　
　

中
北
・
峡
南
地
域
議
会
議
長
会

　
３
～
４
日　

県
町
村
議
会
広
報
編
集
委
員
行
政
調
査

（
２
日
間
）

　

８
日　
　

第
１
回
町
村
議
会
運
営
委
員
長
会
議

　

17
日　
　

山
梨
県
道
路
整
備
促
進
大
会
総
会

　

18
日　
　

市
町
村
総
合
事
務
組
合
第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　
　

身
延
町
簡
易
水
道
運
営
審
議
会

　

21
日　
　

身
延
町
下
水
道
事
業
審
議
会

　
22
～
23
日　

関
東
議
長
会
管
外
先
進
地
行
政
視
察

（
２
日
間
）

　

24
日　
　

第
４
回
議
会
運
営
委
員
会

　

25
日　
　

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

26
日　
　

議
員
研
修
会

　

28
日　
　

第
17
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　

31
日　
　

第
５
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会
（
第
76
号
）

９
月

　

１
日　
　

身
延
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　

３
日　
　

身
延
町
防
災
訓
練(

伝
達
訓
練)

　
６
～
15
日　

第
３
回
定
例
会

　

21
日　
　

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会
（
第
76
号
）

　
21
～
22
日　

関
東
議
長
会
会
長
会　

     

（
２
日
間
）

　

22
日　
　

本
栖
湖
西
岸
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

25
日　
　

第
18
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　

27
日　
　

令
和
５
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

29
日　
　

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会
（
第
76
号
）

◎
主
な
議
会
の
動
き
【
令
和
５
年
７
～
９
月
】

長和町の行政視察・デマンド交通について
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★表紙について
○地域のお祭りという感じもする
し、議員さん達が参加したこと
も分かり、良いと思います。
○身延山開創750年にふさわしく
議員の皆様、装束も素晴らしく
記念の一枚になりました。構図
も身延町独自性があり良かった。

★町民と議員との懇談会
○町民の皆様の直接の質問、意見
を伝えられる大切な懇談会だと
思います。私のような宿泊業で
は、土日の夜は参加が難しいで
すが、住民の皆さんにおいては、
この時間帯が一番参加しやすい
のではと思います。
○写真があることにより、どのぐ
らいの人達が参加したか分かる
のが良いと思います。文章も分
かりやすく端的にまとまってい
ると思います。
○提言・意見・要望と質疑応答の
欄、詳しく説明内容がほしい。

★第２回定例会、第２回臨時会
議案説明

○物価が上がる中、収入は増えな
いので、臨時支給して頂けるこ
とは本当に有難いです。町民の
現状に添った効果の実感できる
施策だと思います。
○ドローン写真など、わかりやす
く記載されています。

★常任委員会レポート
○写真があると分かり易いので、
写真のサイズをもう少し小さく
して、写真の数を増やしたらど
うでしょうか。
○シェアサイクルの写真が載って
いますが、町民の方にも知って
もらうために、簡単な説明や設
置場所を載せてあるとさらに良
いと思います。
○「主な議会の動き」の欄は今ま
で知らなかった活動内容の一部
を知らされた気がしました。町
民の知り得ない所での議員さん
達のご苦労が垣間見えます。必
要な欄だと思います。

★議案に対する賛否
○ＱＲコードより動画を見ました。
今までは一覧表で目を通すだけ
でしたが、議会の様子が見られ
てとても良いと思います。

★一般質問８人
○定例会、常任委員会、一般質問、
多岐にわたり素晴らしい質問や
意見に敬服します。何が課題で
進捗状況は、今こんな状態で、
今後の状況など、具体的に何が
変化し動いているのかが、分る
ような、議会だよりの内容構成
になるよう工夫をお願いします。
その動きがわかることで、議員
さんの存在価値が町民にも高ま
って、議員さんへの立候補者も
出てくるのではないでしょうか。

○一般質問のページにQRコードを
つけてもらい、実際の質疑の様
子を聞くことができて良かった
です。実際に音声や画像で各議
員の質問や答弁を聞くことが出
き、文章で読むよりも，議員の
熱意が伝わってきました。また
もっと知りたいこともQRコード
でアクセスすれば詳しく分かり
ました。

★町長施政方針
○様々な事業、調整に積極的に取
り組んでいることが感じ取れま
す。これからも身延町が住みや
すい町になることを期待します。

○令和４年度の決算処理が黒字決
算、コロナ禍で多くの事業等中
止となったためか、説明が詳し
く欲しかった。コロナ禍の状況
で予算を多く計上したのか説明
してほしかった。

★議会広報モニター意見交換会
○もっと町政を知らないと、建設
的な意見が述べられないと感じ
ました。
○出席者が少なかったので少し驚
きましたが、その分、意見を出
しやすい雰囲気だった様にも感
じます。その場でないと思いつ
かない発想や意見も多いので次
回もまた参加したいと思います。
他の方の意見が聞けてとても有
意義な交換会でした。

★モニター通信
○モニターさんの様々な意見を議
会広報に組み込んで、読みやす
くなっていると思います。
○多方面からの意見が寄せられ有
意義な紙面と思われた。多くの
町民の関心を引くように前進さ
せてほしい。

★おじゃまします
○フラワーアレンジメントは体験
したことがありますが，生け花
よりも手軽にできて，見栄えも
いいです。このコーナーを見て
参加したいと思う人が増えると
いいと思います。
○毎回、いろいろなサークルの紹
介楽しみに拝読しています。そ
れによってコミュニケーション
の輪が広がって孤独者が一人で
もなくなることを期待します。

★町政へのご意見・ご要望
○何年か前に、町主催で育成会対
象のグラウンドゴルフ大会（夏
休み中だったと思います）があ
りました。今後、復活しても楽
しいかと思います。今号（No75）
には、QRコードで動画が見られ
る所が素晴らしかったです。
○編集後記に、何もかもが減少傾
向にある行政の在り方、動き方
を変えることができるのは、議
員さんの力しかないように思い
ます。もっと大きな力を発揮す
る事ができるのは町長さんであ
り、選出された議員さんの力で
議論し連携しながら動きを推進
していただきたいと願っています。

モニター通信
(議会だより№75の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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表
紙
の
写
真
は
梅
平
の
地
で
最

後
の
身
延
中
学
校
輝
桜
祭
の
様

子
。
来
年
４
月
に
は
、
身
延
中
学

校
は
町
の
中
央
部
に
位
置
す
る
下

山
の
地
へ
移
り
変
わ
り
、
身
延
中

学
校
の
歴
史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ

が
刻
ま
れ
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
令
和

４
年
度
一
般
会
計
決
算
報
告
の
注

目
す
べ
き
事
業
と
決
算
額
を
そ
の

写
真
と
と
も
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
皆
様
の
ご

意
見
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
一

新
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
、
今

の
時
代
に
合
っ
た
読
ま
れ
る
、
見

ら
れ
る
議
会
だ
よ
り
制
作
を
目
指

し
ま
す
。　
　
　
　
　        （
光
信
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長
　
伊
藤
達
美

　
　
副
委
員
長
　
深
山
光
信

委
　
　
員
　
遠
藤
公
久

　
　
　
　
　
　
　
佐
野
　
昇

　
　
　
　
　
　
　
山
下
利
彦

　
　
　
　
　
　
　
佐
野
知
世
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角打 みどり会角打 みどり会
　みどり会は地域のお祭りなどの伝統継承に力を入れて活動しているグループです。
　正月の縁起物獅子舞には、子ども達が頭を噛んでもらう為並びます。小正月の道祖神のお飾
り「オヤナギ」の飾り付けや秋のお祭りには中学生に笛や太鼓のお囃子の指導などを行ない、
実りの時期の収穫に感謝して賑やかに祭りが開催されます。
　みどり会は祭りや地域コミュニティの醸成に大きく寄与しています。

過去の議会だよりは、
こちらから閲覧できます

みのワン

　みどり会は祭りや地域コミュニティの醸成に大きく寄与しています。　みどり会は祭りや地域コミュニティの醸成に大きく寄与しています。

編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記
会長　雨宮尉仁
メンバー 26名で活動

やすひと


